
設立年月日：平成２２年４月２日 理事長：吉野彰（旭化成㈱名誉フェロー）
組合員：旭化成㈱､㈱クラレ､(国法)産業技術総合研究所､ＪＳＲ㈱､ＪＮＣ㈱､住友ﾍﾞｰｸ
ﾗｲﾄ㈱､大日本印刷㈱､東レ㈱､凸版印刷㈱､㈱日本触媒､日立化成㈱、富士ﾌｲﾙﾑ㈱､三井
化学㈱､三菱ケミカル㈱、三井金属鉱業㈱、日産化学工業㈱（１５企業１国法）
事業費：平成２９年度４．８億円
事業の概要：リチウムイオン電池等蓄電池材料の評価研究

○組合設立の目的
・共通的な標準評価手法を開発し、新材料の
評価・開発サイクルを加速

・評価結果のフィードバックおよびコンサル
ティングによる高性能材料の提案

・ＥＶ用等先進・革新蓄電池系の新材料にも
展開

○実用化の方向性
・電池メーカ等から構成されたアドバイザリー
委員会に、高性能材料を提案（採用支援）

・複数以上の材料メーカ等のコラボレーション
による高性能化

○事業化の目途の時期
・各組合員が順次ＬＩＢ新材料を事業化
・組合としては助成事業終了後の平成２７年度
から、自主事業として材料評価事業を継続
中

技術研究組合ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池材料評価研究ｾﾝﾀｰ（LIBTEC）の概要

技術の判りやすいイメージ
（技術の出口が判るように）
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組織体制
理事長

専務理事

研究部総務部

自主事業 ＮＥＤＯ委託事業 先進・革新蓄電池材料評価技術開発

第1研究部
(材料評価部）

第２研究部 第３研究部

現行ＬＩＢ
・試作
・評価
・コンサ
ルティン
グ

先進ＬＩＢ
・試作
・評価
・コンサル
ティング

・企画
・経理
・購買
・総務

先進ＬＩＢ
（個別プロジェクト方式）
１．高電位正極
２．高容量正極
３．Ｓｉ系負極
４．難燃性電解液

革新蓄電池
(個別プロジェクト方式）

５．硫化物系全固体電
池

人員構成
全体 ４５名
内 研究部 ４０名
（ＧＭ、プロパー ２２名）
（出向者 １１名）
（派遣 ７名）

連携研究機関 トヨタ、パナソニック、マクセル、本田技術研究所、日産自動車

第１・第２アドバイザリー委員会

ＧＭ 電池メーカＯＢ起用

2017.11.1.現在

●研究開発体制
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